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原
発
問
題
で
見
せ
た 

大
き
な
変
節 

 

中
川
氏
は
市
長
就
任
前
、

Ｕ
Ｐ
Ｚ
議
員
研
究
会
に
名
を

連
ね
、
再
稼
働
に
は
事
前
了

解
権
が
必
要
と
の
運
動
を
共

に
し
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
市
長
に
就
任
す
る
と
そ
の

姿
勢
が
曖
昧
に
な
り
、｢

事

前
了
解
権
は
必
要
だ
が
自
分

で
は
何
も
し
な
い｣

と
い
う

姿
勢
か
ら
、
最
近
で
は｢

再

稼
働
の
是
非
に
つ
い
て
は
公

聴
会
や
県
民
意
識
調
査
も
踏

ま
え
な
が
ら
ま
た
考
え
て
い

き
た
い｣

と
大
き
く
後
退
す

る
な
ど
、
そ
の
態
度
が
大
き

く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

セ
ン
タ
ー
病
院
建
て
替

え
延
期
の
暴
挙 

 

次
の
問
題
は
、
地
域
医
療

へ
の
姿
勢
で
す
。
昨
年
末
突

然
、
セ
ン
タ
ー
病
院
の
建
て

替
え
の
先
延
ば
し
を
発
表
。

抗
議
の
声
に
押
さ
れ
て
、

｢

２
年
後
に
は
改
築
す
る
と

約
束
す
る｣

と
述
べ
た
直

後
、｢

私
と
し
て
は
ど
こ
ま

で
責
任
を
果
た
せ
る
か
分
か

ら
な
い｣

と
付
け
加
え
る
な

ど
、
無
責
任
な
言
葉
を
乱
発

し
ま
し
た
。 

 

そ
も
そ
も
建
て
替
え
先
延

ば
し
の
理
由
の
一
つ
と
し
て

挙
げ
て
い
る
の
が
、｢

地
域

医
療
構
想｣

の
議
論
の
先
行

き
が
不
透
明
と
い
う
こ
と
。

医
師
不
足
を
そ
の
ま
ま
に
病

床
再
編
な
ど
を
進
め
る
地
域

医
療
構
想
を
鵜
呑
み
に
す
る

姿
勢
は
許
せ
ま
せ
ん
。 

人
格
否
定
の
発
言
乱
発 

 

中
川
市
長
は
、
就
任
以
来

10
回
を
大
き
く
超
え
る
不
適

切
発
言
を
繰
り
返
し
て
き
ま

し
た
が
、
そ
の
多
く
は
相
手

の
人
格
を
否
定
す
る
よ
う
な

内
容
で
す
。 

 

い
ず
れ
も
、
反
省
す
る
そ

ぶ
り
を
見
せ
な
が
ら
、
結
局

は
繰
り
返
す
な
ど
、
相
手
を

尊
重
す
る
姿
勢
が
身
に
つ
い

て
い
ま
せ
ん
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
日
本

共
産
党
議
員
団
は
、
中
川
幹

太
氏
は
信
頼
に
値
せ
ず
、
今

後
と
も
市
長
に
は
ふ
さ
わ
し

く
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

◆◇◆上野公悦議員が９月議会初日に総括質疑◆◇◆ 

 

上
野
議
員
は
ま
ず
、
行
革

の
推
進
に
関
し
て｢

働
き
や
す

い
職
場
環
境
づ
く
り｣

の
進
捗

を
た
だ
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
市
長
は
、

｢

家
庭
の
状
況
等
に
応
じ
た
勤

務
時
間
の
調
整
等
を
実
施

し
、
時
間
外
勤
務
時
間
は
19･

３
％
減
と
な
っ
た
。
ま
た
、

い
わ
ゆ
る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
へ
の
対
応
方
針
も

策
定
し
、
環
境
改
善
を
図
っ

て
い
く｣

と
し
ま
し
た
。 

 

２
点
目
に
、
上
野
議
員

は
、
木
造
住
宅
で
94
件
の
耐

震
診
断
を
行
っ
た
も
の
の
、

耐
震
改
修
工
事
補
助
金
の
申

請
が
な
か
っ
た
こ
と
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。 

 

市
長
は
こ
の
件
で
、｢

能
登

半
島
地
震
の
発
生
で
市
民
の

防
災
意
識
が
高
ま
り
耐
震
診

断
が
増
え
た
が
、
改
修
に
多

額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と

や
、
所
有
者
の
多
く
が
高
齢

者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
耐
震

改
修
に
は
慎
重
に
な
っ
て
い

る
と
み
ら
れ
る
。
今
後
も
、

耐
震
化
の
一
層
の
推
進
に
向

け
て
、
支
援
し
て
い
き
た
い｣

と
答
え
ま
し
た
。 

 

３
点
目
は
、｢

原
子
力
災
害

対
策｣

で
す
。
上
野
議
員
は
、

複
合
災
害
を
踏
ま
え
た
実
効

性
あ
る
避
難
体
制
が
で
き
た

の
か
を
た
だ
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
市
長
は
、

｢

国･

県
に
対
し
、
複
合
災
害
時

の
避
難
対
策
の
検
討
を
求
め

た
結
果
、
複
合
災
害
時
に
孤

立
の
恐
れ
が
あ
る
指
定
避
難

所
へ
の
備
蓄
物
資
の
配
備
事

業
の
新
設
、｢

緊
急
時
対
応｣

の

策
定
、
避
難
行
動
Ｑ
＆
Ａ
集

の
作
成
が
進
め
ら
れ
た
。
ま

た
、
大
島
区
旭
地
区
で
道
路

除
雪
や
住
民
の
一
時
移
転
等

の
訓
練
が
行
わ
れ
た｣

と
答
え

ま
し
た
。 

 

最
後
に
上
野
議
員
は
、
休

日
夜
間
診
療
所
で
年
末
年
始

に
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
行
う

と
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
体
制
で
進
め
る

の
か
を
た
だ
し
ま
し
た
。 

 

市
長
は
こ
れ
に
対
し
て
、

｢

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
使
用

で
き
る
15
歳
以
上
の
軽
症
の

感
染
症
疾
患
の
患
者
で
、
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
を
希
望
す
る

市
民
を
想
定
し
て
お
り
、
実

施
に
当
た
っ
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
操
作
手
順
を
掲

載
す
る
と
と
も
に
、
受
付

で
端
末
操
作
の
説
明
や
助

言
を
丁
寧
に
行
う
な
ど
、

安
心
し
て
利
用
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
す
る｣

と
答

え
ま
し
た
。 

平良木議員１９番目 
学校給食費の無償化について 

 政府による小学校給食費の無償

化実現の方向について、以下の点

を聞きたい。 

① 無償化の見通しをどう認識して

いるか。 

② 国による無償化の課題、国や

県･市の費用負担、公平性の確保

はどう考えているか。 

③ 国の交付金を活用すれば今年か

ら当市独自で全小中学校での無償

化が可能だったのではないか。ま

た、そうしなかったのはなぜか。 

多文化共生の教育について 

 多様な文化の存在とそれらを尊

重する知識と姿勢を学ぶことは非

常に重要である。このことに関

し、以下の点を聞きたい。 

① 当市の学校では、多文化共生を

どう取り扱っているか。 

② 外国人が不当に優遇されている

などと言う事実無根の主張や、外

国人排除で社会が良くなるなどと

する言説がある。これらについ

て、児童生徒に正確で公正な情報

を提供し、外国人を含むすべての

人に対して真摯な姿勢で臨むべき

ことを語りかける取組はどのよう

に行っているか。 

橋爪議員２１番目 
市内の山城(城跡)について 

① 市内にある山城の価値をどう認

識しているか。 

② 市内の山城の現状と課題につい

てどう考えているか。 

町田古墳群について 

① 前方後円墳の発見は｢市史に１

ページを加える成果｣だった。古

墳群のその後の実態把握と保護の

動きについて説明してほしい。 

② その後の調査の中で明らかに

なった課題と方針について聞きた

い。 

③ 案内看板、アクセス道路の整備

について聞きたい。 

学校給食について 

① 地場産農産物の使用状況と課題

について聞きたい。 

② 学校給食を通じて、児童生徒の

農業への理解を深め、関心を持っ

てもらためにどのような取組をし

ているか。 

 ９月議会の一般質問は18～24日の予定

です。党議員の質問概要は次の通りです。  

 今回、上野議員は一般質問を行い

ません。 

 また、中川市長には不信任案を提

出する予定ですので、市長への質問

は行わず、いずれも教育長の答弁を

求める質問としています。 


